
【苦情に関するご報告】 

 

令和 8 年 7 月 13 日（令和 8 年 4 月～7 月のご報告） 

 

・6 月 19 日 

1. 事案の概要 

  異年齢保育の時間、0 歳児のお子様が手に触れられる環境にあった絵本の端を口に含ん

でしまい、ちぎれた紙片が口内に残っていることに気づかず、そのまま保護者様へお引き

渡しをしてしまいました。 

お引き渡し時およびその後の対応において、担当保育者から状況の正確な説明や丁寧な

配慮ができず、保護者様に重いご不安を与えてしまいました。 

2. 園の受け止めと分析  

異年齢で過ごす時間帯における玩具・絵本の管理基準が曖昧であったこと、また、口内や

身体の最終確認手順が徹底されていなかったことが原因です。 さらに、保護者様へ状況

を正確に説明するための応対・報告体制が組織として不十分であったと重く受け止めて

おります。 

3. 再発防止および改善策  

当園では本件を真摯に受け止め、直ちに以下の改善策を実施しております。 

1. 異年齢保育時における環境・玩具管理の再徹底  異年齢での時間帯・空間で使用す

る絵本や玩具について、素材や形状、劣化状態（破れ・ほつれ等）の点検を徹底し

ます。 

2. お迎え時・引き渡し時の確認プロセスの強化  降園時には、お子様の口内や全身の

健康状態・安全確認を複数名でチェックし、確実な状態でお引き渡しを行う体制を

整えていきます。 

3. 保護者対応および報連相の徹底  ヒヤリハットや不測の事態が発生した際は、担

当者個人の判断・説明に委ねず必ず責任者へ報告・共有した上で、保護者様へ客観

的かつ誠実に状況をご説明する運用を徹底いたします。該当の担当保育者に対して

は、一定期間の対人応対業務の見直しを行い、他の職員の保護者対応を側で学び直

す期間を設けました。 

 

全職員が危機管理意識を改めて持ち、お子様の安全と保護者様の安心を守るため、

信頼回復に向けて誠心誠意努めてまいります。 

 

これからも保育の質向上に努めてまいります。よろしくお願いいたします。 


